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○大阪府河川整備審議会 「高潮専門部会」 の設置理由 
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【水防法の改正】 
〇H27年の水防法の一部改正により、想定し得る最大規模の高潮に係る浸水想 
 定区域制度が拡充された。 
〇「想定し得る最大規模の高潮」に係る高潮浸水想定区域を指定（法第14条の3） 
〇新たに「水位周知海岸」を指定し、一般住民等の避難行動等の指針となる高潮 
 特別警戒水位（氾濫危険水位）を設定し、これを関係市町村・住民等へ周知する。 
 （法第13条の3） 

【取組事項】 
①高潮浸水想定区域の指定 
②水位周知海岸の指定（氾濫ブロックの分割） 
③高潮特別警戒水位の決定 

【「高潮専門部会」を設置】 
〇有識者等で構成する専門部会を設置し、シミュレーション条件等に関する技術的助言
を得て、浸水想定区域図を作成する。 

【高潮浸水シミュレーションの検討・実施】 
〇台風等の外力や堤防破堤等のシミュレーション条件ついては、基本、 手引書通り 
    とするが、一部不明確なところがある。 



○「高潮専門部会」 での諮問事項と主な検討課題 
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【諮問事項】 
〇水防法に基づく、想定し得る最大規模の高潮による浸水想定区域図を作成す
るため、高潮浸水シミュレーションに係る外力や堤防の破堤条件等の設定につ
いて、技術的助言を求める。 

【主な検討課題】 
〇高潮浸水シミュレーションの条件設定 
 ①外力条件 
  ・台風コースの設定 
   ※シミュレーションにより潮位偏差が最大となる経路を選定 
 ②堤防の破堤条件 
  ・構造物の設定 
   ※設計条件に達した段階（うちあげ高が堤防天端高さを超える、潮位が 
     設計高潮位を超える、越波流量が許容越波流量を超える）で決壊 
 ③河川流量 
  ・対象河川の設定 
   ※最悪の事態を想定し、背後に人口・資産が集積し、高潮時に相当な 
     流量が想定される国管理の河川等において設定 
 



○大阪府河川整備審議会 「高潮専門部会」 の進め方 
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Ｈ29年度の取組み 業務委託 府議会 備考 

 
11月 

 

 
○委員長説明及び部会委員等選出 
○部会員等への参画依頼 

※予算確保 
※会場確保 
 

 
12月 

 

 
☆諮問（部会設置・規約改正）（２２日） 
 →部会への付託、部会長及び部会員の指名 

 
1月 

 

 
 
 

 
2月 

 

 
 

 
3月 

 

 
4月～7月 

 

 
8月 

 

☆専門部会答申 

第１回専門部会 開催 

第３回専門部会 開催 

高潮浸水想定区域図の公表 

※高潮ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ条件設定 

※高潮浸水想定区域図（案） 

第２回専門部会 開催 
※高潮ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ条件設定 

諮問・部会設置 

答申 


